
【データ】 　時代・時期　室町時代後期～江戸時代初期

 　　　　指定　昭和３４年１１月２７日　国史跡

 　　　　認定　平成２９年４月６日　続日本１００名城

　高嶺城は、大内氏最後の当主、大内義長が築いた城です。

毛利軍の侵攻に備え弘治２年（1556）春から築城を始めまし

たが、築城はあまり進まず籠城に必要な食料にも欠いたため、

翌年２月、義長は内藤隆世とともに長門国に逃れました。そし

て最後は長福寺（現在の功山寺（下関市））で自刃しました。

　その後、弘治３年（1557）秋には毛利氏の支城として築城

が始まり、冬に完成しました。城番は、市川経好、柳沢元政、

佐世元嘉らが担いました。

　また、永禄１２年（1569）の大内輝弘の乱では、輝弘が大

友方の兵を率いて山口に侵攻しましたが、市川経好の妻らが高

嶺城でそれを防いだと言われています。

　高嶺城は最終的に、元和元年（1615）の一国一城令により

破却され、城としての役割を終えました。

慶長国絵図控図周防国
（宇部市教育委員会蔵）
慶長国絵図控図周防国
（宇部市教育委員会蔵）
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【 問い合わせ 】山口市教育委員会文化財保護課 電話　０８３（９２０）４１１１
Mail 　bunkazai@city.yamaguchi.lg.jp

■所在地

　山口県山口市上宇野令字高嶺

■アクセス／山頂までの所要時間

　・ＪＲ　山口線「山口駅」から徒歩約９０分

　・バス　「県庁前」バス停から徒歩約７０分

　・車　　おとどいやま森林公園駐車場
　　　　  から徒歩約４５分

登頂ルートと見どころ登頂ルートと見どころ

曲輪からの眺望曲輪からの眺望

主郭の石垣主郭の石垣
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